
案件名称

質問番号 図面番号 質問 回答

1 設計書

共通仮設費、現場管理費算出に際してご教示願い

ます。①経費工種②施工地域補正③現場環境改善

費有無とその施工地域補正④前払支出割合区分⑤

契約保証による補正⑥建設機械等損料表の採用年

度

①橋梁保全工事です。

②市街地（DID補正）です。

③現場環境改善費は無しです。施工地域補正は②のとお

りです。

④35％を超え40％以下の場合の区分です。

⑤金銭的保証を必要とする場合です。

⑥令和５年度建設機械等損料表です。

2
第2号代価

表

第2号代価表内の[クレーン装置付トラック(賃

貸)(長期割引なし)4t車2.9t吊り］の単位は令和5年

度10月号建設物価では[台/日]ですが、設計書には

「供用日」とあります。誤記ですか、何か誤謬さ

れていますか。今回はどのように考え、どのよう

に見積もればよいでしょうか。ご教示ください。

［台/日］と読み替えてください。68m2施工するにあた

り使用する台数と考えて見積りしてください。

3
第9号代価

表

9号代価表「床版補強足場 ﾀｲﾌﾟ-A3 総月数0.7月 吊

足場（部材移動有）」において、環境による補正

の有無及び、極小面積補正の有無をご教示くださ

い。

環境による補正：一般用地内・河川高水敷等 環境係数

1.0、極小面積補正：なし　で積算してします。

4
第10号代価

表

第10号代価表［橋梁地覆補修足場・防護工 ﾀｲﾌﾟ-E

総月数0.7月 ｼｰﾄ+板張］で、1工事当たりの足場使

用回数及び吊りチェーン盛替えによる補正の有無

についてご教示ください。

1工事当たりの吊足場使用回数：2回、吊チェーン盛替え

による補正：盛替え無し　で積算しています。

5
第12号代価

表

第12号代価表[ﾌﾞﾗｽﾄ用養生ｼｰﾄ工 組立解体費+損料

一般用地内・河川高水敷部等 極小面積補正無  中

段足場養生有り]のブラスト用養生の回数をご教示

ください。

ブラスト用養生の回数は2回です。

6
第21号代価

表

第21号代価表[ﾌﾞﾗｽﾄ用養生ｼｰﾄ工 組立解体費+損料

一般用地内・河川高水敷部等 極小面積補正無 中段

足場養生有り]のブラスト用養生の回数をご教示く

ださい。

ブラスト用養生の回数は2回です。

7

第12号代価

表

第21号代価

表

第12号代価表も第21号代価表も[ﾌﾞﾗｽﾄ用養生ｼｰﾄ

工 組立解体費+損料 一般用地内・河川高水敷部等

極小面積補正無 中段足場養生有り]であり同じよ

うに見えますが、何か積算上違いがあるのでしょ

うか。ご教示ください。

第12号代価表と第21号代価表はそれぞれ異なる工法での

施工ため、代価表を分けています。第21号代価表の工法

は塗膜剥離剤による工法ですが、ブラスト用養生ｼｰﾄ工

を準用しています。

中内小橋外3橋修繕工事

質　問　回　答　書



8
第18号代価

表

第18号代価表「塗替塗装　下塗り　制約無　夜間

無　弱溶剤厚膜形変性エポキシ樹脂下塗り塗料

はけ・ﾛｰﾗｰ」は市見積となっていますが、どこか

工法協会等の歩掛利用されていませんか。その場

合、その出典をご教示ください。

工法協会等の歩掛は利用していません。

9
第19号代価

表

第19号代価表「中上塗　制約無　夜間無　弱溶剤

厚膜形ふっ素樹脂中上兼用塗料　はけ・ﾛｰﾗｰ　淡

彩」は市見積となっていますが、どこか工法協会

等の歩掛利用されていませんか。その場合、その

出典をご教示ください。

工法協会等の歩掛は利用していません。

10
第20号代価

表

第20号代価表「床版補強足場 ﾀｲﾌﾟ-A2 総月数0.7

月 吊足場（桁高h≧1.5）」において、環境による

補正の有無及び、極小面積補正の有無をご教示く

ださい。

環境による補正：一般用地内・河川高水敷等 環境係数

1.0、極小面積補正：なし　で積算してします。

11
第26号代価

表

第26号代価表（研削材及びケレンカス回収・積込

工【PCBを含まない】）は、施工場所、施工規

模、時間的制約、などの補正はかかっているので

しょうか。ご教示ください。

施工場所、施工規模、時間的制約の補正はかかっていま

せん。

12
第34号代価

表

第34号代価表「床版補強足場 ﾀｲﾌﾟ-A3 総月数0.6

月 吊足場（部材移動有）」において、環境による

補正の有無及び、極小面積補正の有無をご教示く

ださい。

環境による補正：一般用地内・河川高水敷等 環境係数

1.0、極小面積補正：なし　で積算してします。

13
第35号代価

表

第35号代価表「床版補強足場 ﾀｲﾌﾟ-B 総月数0.6月

両面朝顔」において、環境による補正の有無及

び、極小面積補正の有無をご教示ください。

環境による補正：一般用地内・河川高水敷等 環境係数

1.0、極小面積補正：なし　で積算してします。


